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第64回全国私立保育研究大会
（大阪大会）

は　じ　め　に

本園は、山陰自動車道出雲ICを下りてすぐ右手にあり、真っ直ぐ北に９km行くと神々が
集う神話の国として有名な出雲大社がある。間近には西に神西湖、南にJR電車基地、東に真
幸ヶ丘公園があり園外活動には最適な自然環境である。また、地域の方々の支援により四季
折々の体験活動を実施することができる。子どもたちは、温かい地域の方々に包まれ、のび
のびと育つ豊かな環境である。

園　の　現　状

開　　園：2004年４月 定　　員：60名
開所時間：７時～19時まで クラス数：６クラス
職 員 数：園長・保育士24名（内非常勤８名・育児休暇２名）栄養士１名　保育助手１名
　　　　　事務員兼子育て支援員１名　　給食委託（栄養士・調理員）２名

第二分科会　子どもに「大丈夫！」が伝わる保育

人々と親しみ、支え合って育む心と身体

島根県　出雲サンサン保育園　園長  須谷 紀子

園　の　特　色

〇本園は、同法人の障がい者支援施設がデイサービス事業開始の際に合築で建てられ、日常
的に利用者の方々と交流ができる。また、地域の方々とつながりがあり、開園当初より
季節行事や保育活動への支援・協力が得られ、子どもたちが身近な社会環境に興味関心を
持ち、周りのいろいろな年齢の方々とのふれ合う機会が多い。

・法人内施設 障がい者支援施設　出雲サンホーム　特別養護老人ホーム　サンスマイル
 日常的かかわり　夏祭り

・地域老人クラブ　幸楽会
 季節行事　田植　タケノコ堀　七夕の笹採り　稲刈り　脱穀　薪割り
 しめ縄作り　大豆の選別（とうみ機）餅つき　とんどさん

・諸学校関係 近隣保育園　幼稚園　小学校　中学校　高校　養護学校
 公開保育　年長児交流　発表会・運動会見学　運動会競技参加
 グリーンカーテン作り　芋ほり　じゃがいもほり　味噌づくり　演奏会
 太鼓部（夏祭り）　箸置き作り

・地域施設 神西コミュニティーセンター　デイサービス交流　夏祭り　文化祭
 神西湖漁協組合　　年長児シジミ採り　乗船体験
 出雲警察西交番　　交通安全教室　パトカー見学
 出雲西消防署　　　避難訓練　消防車見学　OB職員（海・川遊び）
 JR電車基地　　　　列車見学
 真幸ケ丘公園　　　遊具　吊り橋　木の実拾い
 地域の農園　　　　苺狩り　梅採り　夏野菜収穫　　梨狩り

・保護者会活動 クラス懇談会　早朝環境整備　　夏祭り企画参加　リサイクルコーナー
 広報　

保育通信でお知らせがあったとおり「第64回 全国私立保育研究大会」（大阪大会）に
島根県の代表として「出雲サンサン保育園」が発表を予定しておりましたが、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大に伴い、令和４年５月19日～21日に開催予定してあった上記
の大会は、中止となりました。ここでは、島根県の代表として、提案発表するはずであった
出雲サンサン保育園の研究の取り組みを紙面発表させていただきます。
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取り組みについて

本園の園児の実態は、人懐っこい元気な子が多い一方、友達とのやりとりの場面では自己
主張が強く、一方的に思いを通す子や、逆に自分の気持ちを伝えることができず遊びから抜
け出してしまう子、ふざけた態度で強がる子と様々で人とのかかわりに課題があるように感
じる。
一人遊びの中でしか自己を発揮できず、人とのかかわりに消極的な子が、周りのいろいろ

な年齢の人とかかわり相互に影響し合える様々な体験を共にする中で、身近な社会環境に興
味や関心を深め、人々と親しみ支え合って生きていくための心と身体を育む保育に取り組ん
でいる。

実　　践　　例

〇世代間交流　（田植え）
コロナ禍により規模を縮小した田んぼに、年長児15名と

地域老人クラブボランティア７名での田植えをする。
例年は、田植えの前日に異年齢の子どもたちと田んぼで泥

んこ遊びを思いっきり楽しんでいる。汚れに抵抗を感じる子
もワンクッションあることで、田んぼの感触に慣れスムーズ
に田植えができるようにしていた。今回は、限られたスペースだったので、ボランティアさ
んの提案により子どもたちの前でのばば引きによる目印ではなく、横に張った長い紐に沿っ
て並んで植える、全員一斉の田植えになった。既に田植えが終わった広いスペースの一角に
横一列になり田んぼに入るが、田んぼのぬめりに足を取られ、先に進むことができない子ど
もたちは苦戦する。その姿を目の当たりにした地域ボランティアの方はその子の近所の方
で、「〇〇ちゃん」と名前を呼び、手を差し出され、その子はぬめりから足を引き出すこと
ができた。その後も度々バランスを崩し、尻もちをつくのでだんだんと泥まみれになり、そ

の姿に笑いがこぼれ始め周囲は和やかな雰囲気に包まれた。子
どもたちは、その様子を見て同じように手助けをしてもらいな
がら泥んこになることを楽しみ、みんなで明るく協働性を高め
る田植えとなった。

〇保護者会（父親の保育参加）
各クラスから保護者役員が2名選出され、保育園全般の活動に理解と協力を得ている。
年長児A児は、小さい頃よりおとなしい性格で自己発信することもなく、家庭でも話すこ
とが少ないと母親から相談を受けていた。子育ては母親が主で父親とのかかわりが少ないよ
うに思えた。年長児で保育園生活最後ということもあり、役員選出の際にクラス内の保護者
よりA児の父親へと提案があり、前年度保護者役員数名の父親が直接声を掛けられ保護者会
長を受けられた。母親は不安感でいっぱいな様子だったが、役員会
で保護者会活動の計画等で、役員間や保育園とのやり取りの機会も
多くなり、父親同士の連携が深まった。A児の父は家庭で「楽しい！」
と話をされるようになったと、A児の母は明るい表情で話され、家族
団らんの様子が伝わるようになった。同時に、その雰囲気に包まれ
たA児は、活動の合間に自分から「見て！できるよ！」と、自信に満
ちた表情でアピールするようになった。長距離走や山登りなど持久
力では抜群の頑張る姿が見られ、その様子を日々伝えることで、
家庭で保育の話題が頻繁にされる様子が登園時に聞けるようになった。
父親参加の影響が相互のやる気につながり相乗効果となった。

考　　　察

この実践を通して、保護者や地域の方々との信頼関係を深めることにより、様々な体験活
動にスムーズに取り組める。子どもたちは、多くの人達とかかわりを共有共感する中で、
『子どもたちのために』という人々の温かい思いを肌で感じ、安心感の中でのびのびと遊び、
健やかな育ちにつながると痛感した。また、大人も子どもたちの喜ぶ表情や達成感を目の当
たりにすることで、元気の源となり相乗効果といえる。世代を超えて多くの人達とのふれ合
いを通して、互いに信頼関係を築くことは心の根が張り、ありのままの自分で“大丈夫！”
と、自信が芽生え生きる力が育まれる。
社会全体がデジタル化し人間関係の希薄化や地域社会のコミュニティー意識の衰退が将来
への懸念を抱いてならない。未来を担う子どもたちは、人とかかわる体験を積み重ね、生き
る力を幼少期に培うことが必要不可欠であり、支え合いの中で豊かな人間性や社会性を身に
つけ、自尊感情や自己肯定感を高めるのに重要といえる。

今後の課題

新型コロナウイルス感染症や自然災害などで日々、子どもたちを取り巻く物的環境、人的
環境が変化する状況下、職員一人ひとりが誠心誠意心を込めて人とかかわる体験活動に取り
組み、子どもたちが人と親しみ支え合う機会を保障し、安定した関係を築く。

年長児親子登山（船通山）

発達と学びの連続性
人とのかかわり　体験活動人とのかかわり　体験活動

様々な感情体験

葛　藤葛　藤受入れ受入れ

共有共感共有共感

心の育ち心の育ち

安心感
生きる力
安心感
生きる力

「あれ？」
「面白そう」
「やってみよう」
「わかった！」
「なるほど・・」

「あれ？」
「面白そう」
「やってみよう」
「わかった！」
「なるほど・・」

気づき
発見
工夫する
理解する
納得する

気づき
発見
工夫する
理解する
納得する

自己主張自己主張
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外園保育園　園長　藤江 　修

社会福祉法人　三保隣保園　三保保育園　園長　三上 良匡

こんな活動やってますこんな活動やってますこんな活動やってますこんな活動やってます
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　みなみ保育所のフレッシュ先生は、中学校の職場体験をきっかけに
なりたいと思った保育士になって３年目の「渡部夏帆」さんです。
　今年度は３歳児クラスの担任をしています。いつも穏やかで、一緒
にいると心地よい雰囲気を感じられる先生は、いろいろなクラスの子
どもたちや保護者の方から「なほ先生」と呼ばれ、慕われています。

「子どもの何気ないつぶやきや表情に元気をもらって
いる。毎日が楽しい！」と笑顔で話をしてくれる夏帆
先生。保育に対しても、先輩保育士をよく見て多くの
気づきを吸収し、自分の保育に取り入れようと学ぶ姿
勢は誰もが認める努力家さんです。コツコツと努力を
重ねた経験は必ず大きな花を咲かせてくれるはずで
す。これからも一緒に保育を楽しんでいきましょう！

　　　　　　　（主任保育士　錦織 美佳)

　新卒で今年の４月からフレッシュ先生として輝いている★松村愛海
先生★美濃絵里奈先生を紹介します。
　３歳児クラスの松村先生は、子どもたちから「あみ先生～！」と呼
ばれる、大人気の優しい先生です。保育士１年目でいろいろ悩むこと
もあると思いますが、持ち前の明るさと元気パワーでがんばっていま
すよ！　　　　　　　　　　  　（３歳児担任 保育士　竹下 恵梨香）

　４歳児クラスの美濃先生は、一人ひとり
の子どもたちに寄り添いながら『子どもた
ちとこころの交流ができるようになったこ
とがうれしい～』と初めての保育現場での
発見や感動をあみ先生と一緒に語り合う仲
良し同期です。これからもいろんなことを
吸収して、いつもスマイルパワーで保育を
楽しんでくださいね!!

　（４歳児担任 保育士　山下 千春)

　我が園の卒園児でもある渡邊先生。いつも笑顔が素敵で、園児たちに
しっかりと向き合う愛情に溢れた先生です。怒る時には怒る、褒める時
にはしっかり褒める、そんないつもやさしい笑顔で愛情を注いでくれる
先生が園児たちは大好きです。　　　　 　　　　  （園長　本田 行瑛）

 フレッシュな笑顔で毎日
子どもたちと元気いっぱ
いに過ごしている保育士
1年目の柿本海咲先生！
 海咲先生は、SNSから
隠岐西ノ島を知り、地域
コミュニティの濃いこの

地で子どもたち、お家の方、地域の方とつながり保
育をしてみたいと奈良から来島し、我が保育園へ仲
間入りしてくれました。
 コロナ禍で人との関わりが減っている中ですが、
その強い思いを持ち、日々子どもたちと全力で向き
合い、お家の方とも積極的にコミュニケーションを
とり、笑顔を絶やさない海咲先生に私たちもパワー
をもらっています。　  （主任保育士　川﨑 るみ）

今は2歳児の担任をしています。毎日、子ども達
の笑顔に元気を貰っています。これからも、可
愛い子供達と楽しく過ごしていきたいと思って
います。

ずっと夢だった離島で保育士として働くということが西ノ島で叶いました。
保育士としてまだまだ教わることが沢山ありますが、子どもと共に笑顔で成長していきたいと思います。

毎日楽しく働いています。
これからも日々成長しながら頑張ります！

子どもたちと毎日楽しみながら
子どもたちの元気パワーに負け
ないよう頑張っていきます！！

（松村）

元気いっぱい
笑顔いっぱい
頑張ります！！

（美濃）

第1ブロック
隠岐／シオン保育園

柿本 海咲 先生

第2ブロック
出雲市／みなみ保育所

渡部 夏帆 先生

第3ブロック
大田市／サンチャイルド長久さわらび園

松村 愛海 先生
美濃 絵里奈 先生

第4ブロック
浜田市／あおい保育園

渡邊 千晴 先生
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